
  

＜聖句＞                   さあ ベツレヘムへ行こう    ルカによる福音書 2章 15 節 

ナオミ愛児園で毎年繰り返される降誕劇は、その年のほしぐみが上演いたします。今月の聖句は、その中の登場

人物である羊飼いさんのセリフです。天使のお告げにより、イエスキリストがお生まれになったことを信じ、「主

が知らせてくださったその出来事をみようではないか」と羊飼いさんは考えます。さらに聖書には「そして急いで

行って…」と続きますが、明日や明後日などという言葉ではなく「急いで」と書いてあるのですから羊飼いさんは

立派です。それに引き換え自分はどうか、「急いで」「すぐに」しなければならないことさえ、つい「あとで」「明

日には」など後回しにしてはいないか。周りにある「あのね…」という声を聞き逃さず、後回しせずに心寄せるこ

とができるか、そんなことを思わされます。周囲の方々の気持ちや思いに気づきつつ、皆で胸を喜びいっぱいにし

てクリスマスを迎えられますようにと願います。                       平田 敬子 

＜月主題＞  

 0 歳児＜うれしいね＞保育者や友だちと一緒にクリスマスを感じ、絵本やさんびかを楽しむ。/思いを言葉にしてもらうこ

とで、安心し、満たされる。/外気に触れながら、冬の訪れを感じる。 

 1・2 歳児＜わくわくするね＞クリスマスの雰囲気を全身で感じ、わくわくしながらイエスさまのお誕生を祝う。/友だちや保

育者と共に喜びを言葉や体で表す。/冬の訪れの中で、いろいろなことを見たり感じたりして楽しむ。  

 3 歳児＜共に喜ぶ＞イエスさまのご降誕を楽しみに待ち、クリスマスを祝う喜びを知る。/寒さの中でも戸外で遊ぶことを

喜び、一人ひとりの日常が大切にされる。/クリスマスの雰囲気を感じながら、歌ったりプレゼントづくりなどを通していろい

ろな表現をすることを喜ぶ。  

 4・5 歳児＜共に喜ぶ＞神さまがイエスさまを与えてくださったクリスマスの喜びを周りの人と分かち合う。/一人ひとりにい

ただいている恵みに気づき、アドベントの生活を経験する。/寒さを感じる季節の中、体を動かすことに関心をもっていく。 

＜さんびか＞     『 おほしがひかる 』 （こどもさんびか３３）    『 むかしむかしイエスさまは 』 （幼児さんびか３１）                  

＜おやつの音楽＞  NOEL Christmas 

＜行事＞                                                       職員の行事 20 日（金）職員会議 

日  月  火  水  木  金  土  

１ ２ 

第 2アドベント礼拝 

３ 

避難訓練 

４ ５ ６ 

誕生会 

７ 

 

８ 

 

９  

第 3 アドベント礼拝 

１０ 

クリスマス 

リハーサル 

１１ 

クリスマス 

リハーサル 

１２ 

体操教室① 

１３ 

ページェント前撮り

（ほし） 

１４ 

クリスマス礼拝・

祝会 

１５ 

 

１６ 

月曜礼拝・おいも 

クッキング（ほし） 

１７ 

戸畑中央小学

校訪問（ほし） 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

プレゼント 

持ち帰り 

２１ 

燭火礼拝 

（北九州教会） 

２２ 

教会のクリスマス礼拝 

２３ 

 

２４ 

 

２５ 

 

２６ 

体操教室② 

２７ 

終園礼拝・おたより配布 

２８ 

 

２９ ３０ ３１ 年末年始は 12 月 29 日～1月 3 日の６日間がお休みです 

2024 年１２月号 ナオミ愛児園 

 

 

毎月 1日発行 

園長 平田敬

子 

 

園園  だだ  よよ  りり 



 

冬の感染症に注意 

 

秋が足早に過ぎ寒い季節になりました。今年の冬は、インフルエンザ・コロナウイルス・

マイコプラズマ肺炎とトリプル感染症の懸念も報道されているところです。また肌荒れしや

すい季節にもなります。スキンケアをし、乾燥を防ぎます。部屋の湿度にも留意が必要です。 

 特に 12月は、人が多く集まる場所も増えます。外出後は、特に手洗いうがいを入念に。

休養と栄養をたっぷりとって、感染症を予防しましょう。 

発行：ナオミ愛児園 北九州市戸畑区中本町 12-34 TEL093（871）3245 e-mail info@naomi-hoikuen.jp 

 

クリスマスカラーって？ 

クリスマスって聞くと何色を連想されるでし

ょうか？クリスマスツリーやクリスマスリース

等思えば、たいていの方は「赤」や「緑」を連想

するかもしれません。ではなぜ「赤」や「緑」な

のでしょう。 

「赤」 「愛」の象徴                 

私たちに赦しを与えるため十字架にかかってく

ださったキリストの血潮。その愛の証です。 

「緑」 「永遠」の象徴                     

常緑樹は年中枯れることがないもの。つまり、神

さまの愛が永遠であることを表しています。 

 「金」 「希望」の象徴                

ページェントに登場するベツレヘムの星。その希

望に輝く星を表します。 

「白」 「清らか」の象徴            

清楚で清らかな心を象徴します。キリストによっ

てすべてが清らにされることの証です。  

それぞれに諸説はありますが、このような意味

があることも知ると、クリスマスが一層興味深い

ものになりますね。 

レッツダンス！  ジャンボリーミッキー♪ 

１１月１６日（土）地域にある浅生市民センターで行われた

「ふれあいまつり」で、ナオミ愛児園年長のほしくみの子ども

たちが、元気に舞台に立ちました。演目「ジャンボリーミッキ

ー」を、みんなノリノリで楽しくレッツダンス！踊りながらの

隊形移動は流石年長さんと褒められました。地域の方々から、

たくさん拍手をいただいた出来事でした。 

ヒヤシンスの水栽培はいかが？              

今頃になると、各クラスでのヒヤシンスの水

栽培が始まります。水栽培用の器に収められ、

黒い袋をかぶせられるその球根。中の様子が気

になり、頻回に袋を開けたくなるのをぐっと我慢。

しばらく（2～３週間程度）すると、根っこが伸び

ていて、みんなで感動。その後、芽が出て花が咲

くのですが、さあ何色の花が開くのか・・・みんな

でワクワクする恒例の出来事です。 

ペットボトルの空き容器など使えば、気軽に

楽しむことができます。香りよくゴージャスな花が

咲きます。ご家庭でもいかがですか？ 

 




